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昨年８月，約６万年ぶりといわれる火星の大接近に，日本中の多くの人々が夜空を見上げました。

全国各地で観測会が行われ，観測施設は多くの人でにぎわいました。当教育センターでも，20㎝屈折

望遠鏡による火星と月の観測会を実施し，幻想的に輝く赤い火星や手が届くのではと思えるほどの月

のクレーターに，感嘆の声が上がりました。満天の星を見上げ望遠鏡を覗くとき，子どもだけでなく

大人の目も，その美しさや不思議さに心躍らせ，輝いていました。元来，人間は自然の美しさや不思

議さに心引かれる存在であると言えます。

ところが，平成13年２～３月，文部科学省科学技術政策研究所が一般国民3,000人を対象に実施し

， ，た「科学技術に関する意識調査」によると 「科学技術に対する関心度や注目度，認知度については

環境汚染を除いて一般的に低い」と報告されています。

また，平成15年５月に発表された「平成13年度教育課程実施状況調査・教科別分析報告書」による

と 「理科の学習内容の実生活等における有用性について，否定的な回答が肯定的な回答を上回るも，

のがある 「観察，実験はよく行われているものの，必ずしも目的意識をもった主体的な学習活動に」，

なっていない」と報告されています。国民にとって，科学技術がブラックボックス化しているととも

に，学校における理科の授業が，人間の本来もっている科学的な好奇心や探究心に，こたえていない

と言える結果です。

理科は，児童生徒の自然事象に対する「不思議だな 「なぜだろう」という疑問を生かし 「これ」， ，

が原因ではないかな 「こうすれば分かるのではないかな」といった仮説に基づいた探究活動を通し」，

て，事実に対して科学的に思考し判断できる力を育て，科学の成果を正しく活用できる力を育てなけ

ればならない教科です。科学技術が進展すればするほど，すべての国民がこのような力を身に付ける

必要があります。さらに，日本が科学技術立国を標榜し，国際社会に貢献するためには，新しい科学

技術を創造できる人材を育成する必要もあり，理科学習の充実は急務であると言えます。理科学習の

充実のためには，児童生徒の抱いた疑問を解決する手法として，効果的な観察，実験に取り組ませる

ことが不可欠です。また，それを指導する教師の教材に対する深い識見と高い指導力が必要です。

このようなことから，児童生徒の自然に対する探究心を高め，理解を深める観察，実験の充実と教

師の指導力向上のため，調査研究を進めてきました。研究の成果をここにまとめるとともに，実際の

授業で活用していただくため，本研究で改良・開発した観察，実験をＣＤに収録しました。本研究が，

観察，実験を中心とした理科学習の充実と，将来にわたって科学的な好奇心に目を輝かせる人間の育

成に資することができれば幸いです。

平成16年３月
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